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																																																																								作成チーム サクセイ
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																																								　　ナノマテリアルテクノロジーセンター
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		目　　   標						実　施　計　画		実　　　　　績		評価

		1		環境関連の教育の実施

				1		環境教育の実施		全構成員に環境報告書を周知する。		本学ホームページに「環境報告書2025」を掲載し、併せて同ホームページにて周知した。 ケイサイ アワ ドウ シュウチ		〇

		2		地球温暖化対策

				1		エネルギー使用量の削減		エネルギー使用量を前年度比1％以上削減する。		電気と重油の使用量の削減により、エネルギー使用量が前年度比2.59％減となった、本学のエネルギー削減目標である5年間でも年平均1.7％削減し目標を達成した。 サクゲン ゲン ホンガク サクゲン モクヒョウ ネン カン ネンヘイキン サクゲン モクヒョウ タッセイ		〇

								省エネルギー性能の高い機器への切り替えを進める。		令和７年度は知識科学系研究棟Ⅰ119台の空調機を更新をした。従来の機器と比較して電気使用量で14.7％の削減できる見込みである。 レイワ ネンド チシキ カガク ケイ ケンキュウ トウ ダイ サクゲン ミコ		〇

								省エネルギー推進活動の啓蒙を行う。		冷房、暖房時の温度設定等に関するポスターの掲示、電力の使用量のWeb公開を行い、省エネルギー活動の推進を行った。		〇

								
待機時のエンジン停止の施行、急発進を行わない等、法人車のエコドライブに努める。		エコドライブへの協力文書を業務用法人車3台の車内に置くとともにJAIST Shuttleの運転手の控室に掲示したところ、燃料使用量の減少が確認できた。 ネンリョウシヨウリョウ		〇

				2		温室効果ガスの排出抑制		省エネルギー推進活動の啓蒙を行う。		冷房、暖房時の温度設定等に関するポスターの掲示、関係する学内会議での説明及び電力の使用量のWeb公開を行い、省エネルギー活動の推進を行った。 カンケイ ガクナイ カイギ セツメイ オヨ デンリョク		〇

				3		廃棄物排出量を削減する		用紙の両面利用を促進する。		用紙の両面利用を呼びかけるポスターを掲示し、両面印刷や片面印刷用紙の再利用を行った。 ヨウシ リョウメンリヨウ ヨ ケイジ リョウメンインサツ カタメンインサツ ヨウシ サイリヨウ オコナ		〇

								引き続き会議資料のペーパーレス化に取り組む。		学内の通常（オフライン）の会議、オンライン会議のいずれの開催時　も事前に参加者に会議資料を電子化し配布することを伝えることとし、会議資料のペーパーレス化に取り組んだ。		〇

		3		環境配慮製品の優先的購入（グリーン購入）

				1		本学が定めた「環境物品等の調達の推進を図るための方針」に基づき「グリーン調達率」100％を推進		グリーン購入法対象品目について、基準適合製品の購入を推進する。		物品については、調達方針において、調達総量に対する基準を満足する物品等の調達量の割合により目標設定を行う品目については、すべて100％を調達した。
公共工事については、１件契約を行った（令和6～7年度で空調ポンプ更新（知識Ⅱ、Ⅲ　6台））。事業（工事）の特性、必要とされる強度や耐久性、機能の確保、コスト等に留意しつつ実施した。 		〇

		4		化学物質の管理、関連法規の遵守

				1		化学物質の適正管理の徹底		化学物質の管理状況等に関する調査等を行い、適正な薬品管理に努める。		化学物質のリスクアセスメントシステムで化学物質のリスクアセスメントを実施した。
１日に消費する有機溶剤等の量が許容消費量を常に超える研究室、特定化学物質を常時取り扱っている研究室、直近の特殊健康診断の問診において、自覚症状等があった者の所属研究室、衛生管理者等の巡視時に強い臭気があった研究室を対象に年2回作業環境測定を実施した。		〇

								化学物質管理システムを導入し、化学薬品に係る安全衛生管理体制の向上及び関係法令順守に係る作業効率化を図る。 カガクブッシツカンリ ドウニュウ カガク ヤクヒン カカ アンゼン エイセイ カンリ タイセイ コウジョウ オヨ カンケイ ホウレイ ジュンシュ カカ サギョウ コウリツカ ハカ		令和７年度に化学物質管理システムを導入し、化学物質管理の適正化と作業の効率化を図っている。 レイワ ネンド カガクブッシツカンリ テキセイカ サギョウ コウリツカ ハカ		〇

				2		産業廃棄物の適正管理及び適正処理		産業廃棄物の排出から処分までをマニフェストで確実に把握する。		産業廃棄物について、排出から処分までをマニフェストで確実に把握した。		〇

								関係する教職員・学生に実験廃棄物の正しい管理及び処理方法を教育する。		教職員、研究員、学生を対象にした安全講習会を実施し、廃棄物処理、薬品の取り扱いに関する教育を行った。		〇

				3		排水基準の遵守		廃水処理施設を適正に管理する。 ハイスイ		月2回の保守点検作業、年4回の水質計測を実施し、結果に異常なく基準に適合していることを確認している。		〇

		5		地域社会との連携

				1		地域における環境配慮活動		産学官金連携のビジネスマッチングイベントであるMatching HUBなどを通じ、地域社会との環境に関する取組みを推進する。		Matching HUB出展を契機にマッチングが行われ、本学教員と地元企業による地域の防災と環境保全に関する共同研究を実施しており、山間部の河川流域を対象として、合成開口レーダ（SAR）による衛星観測データを用いた土砂堆積状況の経年変化の検出手法のプロトタイプを検討するとともに、ドローンによる空撮および取得データの分析を実施した。さらに、これらの成果を踏まえ、本学教員と地元企業に加え、河川流域の維持管理に携わる民間事業者とも実装に向けた意見交換を行った。		〇

		6		その他の環境活動

				1		構内美化・安全環境の推進 コウナイビカ アンゼンカンキョウ スイシン		自転車の整理・整頓を定期的に実施し、放置自転車を早期に発見する。		5月に放置自転車の事前調査作業を行い、6月に移動作業、9月に9台の放置自転車を処分した。 ガツ イドウサギョウ		〇

								構内の樹木、植栽の剪定・除草を定期的に行う。　		定期的に行う樹木の剪定2回、除草5回（構内2回、体育館周囲2回、グラウンド1回）に加え、別途スポットで樹木の剪定等を2回行った。 トウ		〇

				2		関係者に対する環境情報の提供 		各種媒体を通じて本学における環境配慮活動の情報発信を行う。		2025年9月に完成した「環境報告書2025」を大学ホームページで　　　　公開した。
URL： https://www.jaist.ac.jp/about/outline/environment.html		〇
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